
 

 

  

 
 
あけましておめでとうございます。寒い時期ですが、よく食べよく体を動かして、夜は体を温め

てしっかり休みましょう。子どもたちの健やかな体と心を育むために、今年も安心安全でおいしい
給食を作ることができるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

わたしたちは、たくさんの命をいただいて、自分の命にかえています。そして、毎日の食事は、

たくさんの人々が一生懸命働いてくださることで、できあがっています。その事に、いつも「あり

がとう」の気持ちを忘れず、食事の時は「いただきます」「ごちそうさま」のあいさつが、しっか

りできると良いですね。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野々市市小学校給食センター 

1 月 24 日から 30 日は、「全国学校給食週間」です。学校給

食は、明治22年に山形県鶴岡市ではじまり、全国に広がってい

きましたが、戦争による食料不足のため中断されました。戦後、

食糧難で子どもたちの栄養状態の悪化が心配され、海外からの物

資寄贈によって、再び学校給食がはじまりました。世界の人々か

らの温かい支援に感謝するとともに、教育の一環として行われる

学校給食の意義や役割について理解を深め、関心を高めることを

目的として、毎年、全国学校給食週間が実施されています。 

24日（水）能登の献立  29日（月）金沢の献立 

25日（木）昭和の献立  30日（火）野々市の献立 

26日（金）加賀の献立 

期間中は、石川県各地の特産物を使用した献立や、野々市で採れた 

ヤーコンや大豆を使った献立を実施します。お楽しみに！ 

私たちが生きていくことができるのは、

肉・魚・米・野菜など、たくさんの動物や

植物の命をいただいているおかげです。 

食事ができあがるまでには、食材を作って

くださる人、運んでくださる人、調理して

くださる人など、さまざまな人々が関わり、

心を込めて準備してくれています。 

 

 


